
資料３－１資料３－１

環境安全保障から環境安全保障から
気候安全保障へ気候安全保障へ

科学技術文明研究所科学技術文明研究所

米本昌平米本昌平
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冷戦とは何であったか冷戦とは何であったか→→アメリカの技術開発イデオロギーアメリカの技術開発イデオロギー
プラグマティズム＋自助努力＝技術動員型現世改良主義プラグマティズム＋自助努力＝技術動員型現世改良主義

18001800 19001900 19401940 19901990 20002000

農業農業

大衆消費社会大衆消費社会

第二次世界大戦＋冷戦第二次世界大戦＋冷戦

常に最先端技術を動員常に最先端技術を動員

(90(90年代末になって年代末になって

欧州と衝突欧州と衝突))

科学研究科学研究 州立大学による農業研究州立大学による農業研究

財団による基礎研究財団による基礎研究

国家による科学動員国家による科学動員

MilitaryMilitary--industrialindustrial--complexcomplex
((nuclearnuclear--weaponweapon--complex)complex)
→→スピンオフ効果スピンオフ効果

9090
軍民転換軍民転換

非軍事への再投入非軍事への再投入

国家安全保障国家安全保障

大衆消費社会の上に大衆消費社会の上に
軍事部門軍事部門((核体系核体系))が成立が成立

国益国益

核兵器ぬきの核兵器ぬきの

核コントロール体制核コントロール体制

の転用の転用

西へ西へと拡大する
巨大農園を管理する技術
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冷戦国家アメリカの経済政策冷戦国家アメリカの経済政策
→→軍事ケインズ主義と軍事ケインズ主義とFRBFRBの金利政策の金利政策

軍産複合体

連邦政府
税・軍事・外交

核兵器複合体

大学、研究所

コンピュータ

軍規格・軍仕様

ディフェンス・ゲットー

(スプートニクショック）

軍事費

研究費

通信・弱電

航空機

スピンオフ効果

(グローバル
スタンダード)
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Environment SecurityEnvironment Security
1919８８00年代末、新しい概念として急浮上年代末、新しい概念として急浮上

１）冷戦末期における環境問題の国際政治アジェ１）冷戦末期における環境問題の国際政治アジェ
ンダ化一般ンダ化一般

２）「旧２）「旧･･ソ連の崩壊＝冷戦の終焉」にともなう国際ソ連の崩壊＝冷戦の終焉」にともなう国際
政治空間が緊張の空白を埋めるものとしての、政治空間が緊張の空白を埋めるものとしての、
新しい脅威として認知＊新しい脅威として認知＊

３）軍事活動と環境破壊３）軍事活動と環境破壊

４）核兵器複合体による核汚染４）核兵器複合体による核汚染

５）環境破壊５）環境破壊･･環境劣化に起因する政治不安定化環境劣化に起因する政治不安定化

→→環境が環境がinsecureinsecureな状態になったことに由来するな状態になったことに由来する
事態。事態。securitysecurity概念が曖昧に、という批判が概念が曖昧に、という批判が
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地球環境問題の特徴地球環境問題の特徴
科学研究と国政政治が接近科学研究と国政政治が接近･･融合融合

自然科学の客観性自然科学の客観性･･普遍性普遍性 ｖｓｖｓ 国益の混入国益の混入

例：規制科学例：規制科学(regulatory science)(regulatory science)：行政と融合：行政と融合

↓↓

欧州における酸性雨外交欧州における酸性雨外交

長距離越境大気汚染条約（７９年署名）長距離越境大気汚染条約（７９年署名）

→→外交科学のための科学インフラの構築と運用外交科学のための科学インフラの構築と運用
（（diplomatorydiplomatory science)science)

関係国が先進国である場合に成立？関係国が先進国である場合に成立？

データ収集データ収集･･モデル構築の透明性、資金の供出と共モデル構築の透明性、資金の供出と共
同運用同運用→→国際公共財として運用の透明性と公正さ国際公共財として運用の透明性と公正さ
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枠組みの構築・維持

認識共同体
epistemic community

科学者集団、NGO

国際交渉の支援

国内政策への影響力・啓蒙
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経済水準と大気汚染との関係経済水準と大気汚染との関係
((アジア環境構想のために）アジア環境構想のために）

資金・技術・人材

酸性雨対策 温暖化対策

国
民
一
人
当
た
り
G
D
P
一
定
量
に
対
す
る

SO2
の
濃
度

1000 5000 10000 15000

40

20

国民一人当たりの年間GDP（ドル）
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経済水準と大気汚染との関係経済水準と大気汚染との関係

資金・技術・人材

酸性雨対策 温暖化対策

国
民
一
人
当
た
り
G
D
P
一
定
量
に
対
す
る

SO2
の
濃
度

1000 5000 10000 15000

40

20

国民一人当たりの年間GDP（ドル）

認識共同体認識共同体
epistemic communityepistemic community

科学者集団、科学者集団、NGONGO
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ＣｌｉｍａｔｅＣｌｉｍａｔｅ Ｓｅｃｕｒｉｔｙの含意Ｓｅｃｕｒｉｔｙの含意
==地球温暖化問題のハイ・ポリティクス化地球温暖化問題のハイ・ポリティクス化

伝統的な国際関係伝統的な国際関係==軍事力を背景に国益最大軍事力を背景に国益最大ををををめざめざ
し争う空間し争う空間 →→ 国際組織は戦後処理と軍縮（国際組織は戦後処理と軍縮（SecuritySecurity
に直結する課題に直結する課題))が主たる業務が主たる業務

＊＊ハイ・ポリティクスハイ・ポリティクス == 安全保障や軍事安全保障や軍事･･軍縮問題軍縮問題

ロー・ポリティクスロー・ポリティクス == 経済通商問題その他経済通商問題その他

人類の活動が意図せざる地球次元の巨大実験に人類の活動が意図せざる地球次元の巨大実験に→→
その負の影響で不特定の国の国民の生命財産が脅その負の影響で不特定の国の国民の生命財産が脅
威にさらされ、水没によって領土削減が起こる恐れ。威にさらされ、水没によって領土削減が起こる恐れ。
国際法上、未経験の事態国際法上、未経験の事態

Al Gore Al Gore の著作。９２年のの著作。９２年の『『地球の掟地球の掟』』では、第二のマーシャルでは、第二のマーシャル･･プランを提プランを提

唱したが、唱したが、『『不都合な真実不都合な真実』』では、では、Climate SecurityClimate Securityを主張を主張



1818

EUEUの国際政治上の機能変容の国際政治上の機能変容

欧州石炭鉄鋼共同体（１９５１）欧州石炭鉄鋼共同体（１９５１）

マーシャルマーシャル･･プランを継承し、ルールプランを継承し、ルール･･ザール問題の棚ザール問題の棚
上げと国際管理化を構想上げと国際管理化を構想

単一議定書（１９８７）単一議定書（１９８７）

冷戦後・２１世紀の意味変容冷戦後・２１世紀の意味変容

マーストリヒト条約（マーストリヒト条約（9393年）でＥＵ年）でＥＵ((欧州連合）に欧州連合）に

EUEU指令と政策立案のダブルトラック化指令と政策立案のダブルトラック化

EUEU圏内での排出権取引の実現圏内での排出権取引の実現

EUEU憲法案の批准手続き中憲法案の批准手続き中 == 巨大不戦共同体の出巨大不戦共同体の出
Climate Security=Climate Security=環境安全保障を国際政治のアジェ環境安全保障を国際政治のアジェ
ンダ表で最上位に格上げ。ンダ表で最上位に格上げ。

EUEUの理念的の理念的･･道徳的優位の確保に道徳的優位の確保に
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日本の立脚点と戦略の考え方日本の立脚点と戦略の考え方
２０世紀後半に冷戦国家を経ないで２１世紀に到達した唯２０世紀後半に冷戦国家を経ないで２１世紀に到達した唯
一の先進国一の先進国

７０年代のオイルショックに対し、公害防止７０年代のオイルショックに対し、公害防止･･省エネ投資を省エネ投資を
行った唯一の先進国行った唯一の先進国→→欧州は８０年代に酸性雨交渉欧州は８０年代に酸性雨交渉

日本日本･･中国の位置：世界史的に希な非対称性中国の位置：世界史的に希な非対称性

→→日本の置かれた特性を反映させた国際政治上の意義日本の置かれた特性を反映させた国際政治上の意義
づけを行うべき。温暖化条約が発効したとき、通産省はづけを行うべき。温暖化条約が発効したとき、通産省は
３つの３つのE(Environment,Energy,EconomyE(Environment,Energy,Economy))の同時実現をの同時実現を
主張。主張。①①温暖化対策温暖化対策②②エネルギー安全保障エネルギー安全保障③③通商問通商問
題、の３つを同時実現する対中題、の３つを同時実現する対中･･対アジア外交の理念を対アジア外交の理念を
明示すべきとき明示すべきとき

→→「安部ドクトリン」「安部ドクトリン」==｢｢アジア環境構想アジア環境構想 New Environment New Environment 
InitiativeInitiative」」 政策対話と環境対策協力政策対話と環境対策協力


